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海外におけるクラウドの最新動向

新井 宏征　株式会社情報通信総合研究所　副主任研究員

世界のクラウド市場規模は2014年に555億ドルへ
今後PaaSはハイエンド化とオープン化の2つの大きな動きに

クラウドは歴史的にどう変わってきているのか
インターネットの進化・発展に加えて、モバイルの急
速な普及を背景に登場した「クラウド」は、さらにモバイ
ルの流れが加わり、新たな局面になっている。
まず、「クラウドコンピューティングサービス」には、一
般的に、「SaaS」「PaaS」「IaaS」（＊1）の3分野があるが、最
近では、コンシューマーからエンタープライズ向けに至
るまで、さまざまなサービスがクラウドコンピューティン
グという形態で提供されるようになった。
また、携帯電話、iPhone、iPad、Kindle、あるいはGAL-
AXYなどのさまざまな端末が登場し、個人での所有数
が急速に増えているが、それらを外出時には持ち歩き、い
つでもどこでもネットと接続したいという、ユーザーニー
ズが加速している。一方、ネットワーク事業者側からこの
ような状況を見ると、ユーザーにネットを「ただ乗り」され
るのではなく、どこで料金を回収していくのかが、多くの
キャリアが掲げている課題の1つになっている。

クラウドの役割：	 	 	 	
端末のデータ処理やデータ保存

例えばiPadは、現在一番大きなメモリー容量でも64ギ
ガバイトであるが、最近ではPCにおいてはテラバイト単位
でも購入できるようになっていることを考えると、この数字
は小さい。これは、「端末にはデータをあまり保存しない」と
いうことを意味している。さらに、複雑な処理も端末だけ
ではなくクラウド側で処理するようになってきているため、
端末の処理能力やメモリー容量は少なくて済むのだ。
このように、さまざまなモバイル端末が登場してきた

ことによって、端末のデータ処理やデータ保存における
クラウドの役割が重要になってきていると言える。
また、「2011	Mobile	World	Congress」（スペイン・バル
セロナ）において、世界中でモバイルによって接続される
ものの数は、2010年末までに約50億台だったものが2011
年の1年間で10億台増えて、約60億台になるという予測
が発表された。さらに、モバイル産業の市場規模は、2013
年までに1兆ドルに達するという予測も発表されている。

スマートグリッド環境とクラウドの連携
このようななか、モバイルと結びつくのが、M2M（＊2）

だ。さまざまなキャリアやサービス事業者は、データを
大量に集めて処理をし、何かしらの付加価値をつけて
サービスを提供することを目指している。
今後、人間がネットワークにアクセスして使用してい

る携帯やパソコンだけでなく、さまざまな機器にモ
ジュールが搭載され（埋め込まれて）、機器同士が通信
をすることが考えられる。このとき、それらの機器が
ネットワークで送受信した情報（データ）を処理する段階
で、クラウドが注目されている。
このM2Mを使用した大量なデータをやり取りする事
例は多くあるわけではないが、スケーラブル（拡張性の
ある）に処理ができるクラウド環境というのは、1つの重
要な要素になってくる。M2Mのビジネス展開を見ると、
資料3-2-3に見られるように4段階に分けられる。
いわゆるスマートグリッドの場合は、家の中のさまざ

まな機器、あるいはオフィスビルの中のさまざまな機器
に通信モジュールが搭載され、そこからデータ収集する
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機器が増えてくることになる。このため、今後、スマート
グリッド環境では、モバイルネットワークと各機器から
の大量なデータの取り扱いが重要となる。現在、これら
がIT市場の大きな変化を巻き起こしている。

世界のクラウド市場の状況：SaaSが急成長
それでは、世界のクラウド市場はどのような状態にあ

るのだろうか（資料3-2-4）。
まず市場規模を見ると、「アプリケーション」がSaaS
に相当するが、2009年の実績では、アプリケーションが
約半分（49％）を占めており、現在、SaaSがクラウドの中
では一番利用されているものになっている。
一方、5年後の2014年の予測を見ると、PaaSに相当
する「アプリケーション開発／デプロイメント」が最も大
きく伸びてくる分野として考えられている。
各企業のPaaSがどのように展開されるのか、今後、
注目すべき点である。

既存のサービスでは	 	 	 	
アマゾンやグーグルへの需要が大

クラウドを見るとき、見逃してはいけないのが開発者
の存在である。開発者がいなければ、新しいアプリケー
ションは開発されない。彼らは、クラウドコンピューティ
ングをどう見ているのだろうか。
資料3-2-5（p.156）の（1）は、Zenoss（ジーノス）社が207
名のアプリ開発者に対して、利用するプラットフォーム
について聞いているものだが、この結果を見ると、Am-
azonが43.9％で1位、2位がGoogle	AppEngine（アッ
プエンジン）で28％、マイクロソフトのWindows	Azure
（ウィンドウズ・アジュール）が22.7％で3位となり、大手
ITベンダーが上位3位を占めていることがわかる。
資料3-2-5の（2）は、オライリーリサーチとシンプリー
ハイアードによる調査結果である。米国で最も支持を
集めているアマゾンを100として、ほかのサービスと比
較したものである。アマゾンに次いで多いのがグーグ

資料3-2-3  IT市場の変化：モバイルネットワークとビッグデータ活用

M2Mビジネスのバリューチェーン

M2Mビジネスの展開

・サプライチェーン（RFID）
・エネルギー管理
・ビル管理
・産業用機器（資産管理・保守）・セキュリティー

・産業用（SCADA）
・交通：車輌管理

・NFC
・家庭
・環境
・インテリジェント輸送
・オフィス機器

・POS
・自動販売機
・ヘルスケア
・交通：テレマティクス

機器 モジュール ネットワーク データ処理 サービス ユーザー

（3）パイロット試験または
　　　 短期的に導入されるもの

（4）中長期的に
　　  導入されるもの

（1）すでに活用されているもの （2）現在導入中のもの （時間）

M
2
M
機
器
数

出所　各種資料より筆者作成

資料3-2-4  世界におけるクラウドの市場規模
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※アプリケーション分野はSaaS
に相当。アプリケーション開発／
デプロイメントはPaaS。基盤ソフ
トウェアはID管理やデスクトップ
管理などのIT管理分野。サー
バーとストレージを合わせてIaaS
ととらえることができる。また、これ
ら値の対象は  パブリッククラウド
のみであり、プライベートクラウド
の値は含まれていない。 

出所　IDC’s Public IT Cloud Services Forecast: New Numbers, Same Disruptive Story（http://blogs.idc.com/ie/?p=922）
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ル、そしてマイクロソフト、ラックスペース（Rackspace）
となっており、やはり（1）の調査と比較的同じような傾
向が出ている。

2011 年はクラウド対応の	 	 	
モバイルアプリが増える

さらに「Q1	2011	Mobile	Developer	Report」によれ
ば（＊3）、2011年はタブレット端末やスマートフォンなどが
急増している背景もあり、クラウド対応のモバイルアプ
リの開発数が大幅に増えるとされている。そのうちクラ
ウド対応アプリの占める割合は、2010年は開発する中
の6割（64％）ほどだったものが、2011年になると9割弱
（87％）という数字になっている。
例えば、iPhoneのアプリの中には、iPhoneのローカル

にデータを保存するアプリがあり、また、iPhoneから
グーグルカレンダーにつないでカレンダーを閲覧でき、
データを同期できるアプリもある。
今後はiPhoneあるいはAndroidなど、個別のスマー

トフォンだけで完結する使い方ではなく、クラウド上の
アプリケーションと連携させるような利用方法が増えて
くるだろう。モバイルとクラウドを連携して使用するこ
とが、今後主流となっていくと考えられる。

クラウドの最近のトレンド：ハイエンド化
クラウドの最近のトレンドは、「クラウド専業企業のハ
イエンド化」「Java対応の加速」「クラウド参入企業の増
加」の3つの特徴に整理できる。
ハイエンド化とは、言い換えると「高度化」「高機能化」

「多機能化」のことで、これらの動きがクラウド専業企業
を中心に進んでいる。
アマゾンは、2010年から2011年の3月ぐらいまでに多

くのサービスや機能を追加している。「S3」（Simple、
Strage、Service）と呼ばれるストレージ部分からさまざ
まなサービスを開始し、監視やネットワークの部分、
「Amazon	Virtual	Private	Cloud」（Amazon	VPC）のよ
うな仮想プライベートクラウドまで、さまざまなサービス
を提供している。中でも「Elastic	Beanstalk」は、2011年
1月に発表されたサービスで、ソースコードをデプロイ
（展開）するだけで、あとの細かいチューニングは行わな
くてもよく、稼働後のスケーリングなども含めて自動で
行われるというもの。これを使うために新たにサービス
料を払う必要はない。現在はJava対応であるが、今後
Ruby	on	Railsへの対応なども進めていくという。
大半のPaaSサービスは、利用することでプログラミン

グの作業量は軽減されるがユーザーの自由度が低い。
これに対して同サービスは、シンプルな展開や管理、高
い柔軟性や制御性が同居できるサービスとなっている。
これまでIaaSと位置づけられていたアマゾンであるが、
PaaSのようなサービスも提供してきているのだ。
一方、セールスフォース・ドットコムは、もともとSaaS

資料3-2-5  利用者からの支持を集めるアマゾン
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（1）Zenoss社による調査

43.9%

出所　http://www.zenoss.com/in/virtualization_survey.html
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Microsoft Windows Azure
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（2）O‘Reilly ResearchとSimplyHiredによる調査

Jul/Aug 2010

出所　 http://radar.oreilly.com/2010/08/amazon-cloud-platform-still-the-largest-
but-others-are-closing-the-gap.html 

資料3-2-6  ハイエンド化に対抗するオープン化の動き

出所　各種資料より筆者作成

分類 具体的な製品例
PaaS VMwareによる「Cloud Foundr」 
IaaS RackspaceやNASAによる「OpenStack」
データセンター Facebookによる「Open Compute Project」
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のみを提供していたが、Force.comでアプリケーション
を開発できるようになった。そしてheroku（Ruby対応
のPaaS）の買収を通して、PaaS強化の動きを加速して
いる。

ハイエンド化に対抗する「オープン化」の動き
このようなハイエンド化という動きの一方で、「オープ

ン化」という対抗する動きを見逃してはいけない。「デー
タセンター」「IaaS」「PaaS」というクラウドを構築する3
要素でオープン化の動きが出てきている（資料3-2-6）。こ
れは、アマゾンやセールスフォース、マイクロソフト、グー
グルなどのサービスに囲い込まれないような動きである。
例えば、アマゾンのJavaなどにも対応していくという
動きに対抗して、ラックスペースは自社のIaaS部分を
オープンにして、さまざまな開発者を取り込み、自分た
ちのプラットフォームの価値を上げていくという戦略を
とっている。
さらにヴイエムウェアにおいても、JavaやRuby、
PHPなどのさまざまな言語に対応し、どのようなIaaS
上でも動くようなPaaSとして提供していくとしている。
今後PaaSは、ユーザーや開発者を取り込んで、ハイ

エンド化（プロプラエタリの促進）とオープン化の、大き
な2つの動きが進んでいくことになる。

Java 対応の動き
さらにPaaSプレーヤーを中心に、Java対応が加速し
てきている。
ヴイエムウェアはスプリングソースを買収し、その後、
セールスフォースと共同でVMforceを開発・提供する
と、2010年4月に発表している。また、Google	AppEn-
gineでSpring	Frameworkに対応することを、2010年
5月に発表している。さらに、ベライゾンは、2010年8月
に同社のCaaS（Computing	as	a	Service）をヴイエム
ウェアと共同で拡張することを発表している。

ハードウェアベンダーのクラウド強化
従来のITハードウェア系ベンダー各社は、サーバー

市場の好況を受け、クラウドビジネス参入・強化に向け
て積極的な買収を進めている。
例えばIBM、HP、デルの3社がどのような企業を買

収しているのか、2010年を中心にその動きを見ていく
と、IBMはクラウドの次の布石としてビジネスインテリ
ジェンス関連企業を積極的に買収している。すでに積
極的にサービス展開を進めるIBMに続き、デルは「サー
ビス」「ソリューション」「ストレージ」を重点的に強化す
る姿勢が見られる。2011年には同社は、データセンター
建設費用として10億ドル（約800億円）を投資し、2011
年内に12のデータセンターを完成予定と発表している。
HPは元SAPのレオ・アポテカーをCEOに迎え、ソフ

トウェアやサービスへの動きを強化する傾向にある。
2011年3月に開催されたイベント（＊4）では、HPのクラウ
ド分野における優位性を強調している。

新たなクラウドサービスの登場
スマートフォンやMP3プレーヤーが増え、音楽のダウ

ンロードが増えてきているが、このような、ユーザーが
すでにもっているコンテンツに着目し、ユーザーの音楽
ライブラリーをクラウド経由で端末にストリーミングす
る「音楽ロッカーサービス」が相次いで登場している。
米アマゾンは、このような「音楽ロッカーサービス」に
ついて、2011年3月29日に「Amazon	Cloud	Drive」と
いう類似サービスの提供を開始している。またグーグル
は、2011年5月10日に、「music	beta」（β版・アメリカ
のみ）サービスを発表。映画のレンタルサービスも開始
していくとしている。
これらは、まさにクラウドを活用したサービスの新し
い動きとして捉えることができる。ただし、このような
サービスで今後問題となるのは、権利処理と、どうやっ
て利用料を回収していくかという点である。

（＊1） SaaS：Software as a Service〔アプリケーション（ソフトウェア）をサー
ビスとして提供する仕組み〕、PaaS：Platform as a Service〔アプリケー
ションを稼働させるための基盤（プラットフォーム）をサービスとして提供
する仕組み〕、IaaS：Infrastructure as a Service〔サーバーやCPU、ス
トレージなどのインフラをサービスとして提供する仕組み〕。

（＊2） M2M：Machine to Machine、マシンツーマシン。機械（端末）同士の通
信。ネットワークに接続された機械（端末）同士が、人間を介在させないで
相互に通信し、お互いに最適な制御を行うことができるシステム。

（＊3） アンケートは2011年1月10日～12日に実施（N=1845）、http://www.
appcelerator.com/company/survey-results/mobile-develop-
er-report-january-2011/

（＊4） HP Summit with Léo Apotheker   
（http://h30261.www3.hp.com/phoenix.zhtml?c=71087&p= 
irol-EventDetails&EventId=3720837 ）
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